




































条西 4丁目田中サ ト方に下宿 した｡現在､跡地は
















の花 所在地 函館市青柳町17函館公園内 (昭和
28.4.13建立)
○潮かをる北の浜辺の砂山のかの浜蓄蔵よ今年 も







記｣より) 所在地 札幌市大通 り西 3大通公園
内 (昭和56.9.14建立)
○石狩の都の外の君が家林檎の花の散 りてやあら





3･宮崎郁雨 ･阿部たつを ･田畑幸三郎共編 ｢釧
路 と啄木- 76日間の足路｣(啄木来釧80
年記念の会)
4･宮の内-平 ｢啄木 ･釧路の七十六 日｣(旭川
出版社)
Ⅳ･ウイリアム ･ワ-ズワスと石川啄木の類似性
一例を挙げてみたい｡金田一京助氏によれば､
(4)
｢啄木の 『東海の』の歌は､函館の大森浜を思
い浮べて作った作｣という｡｢北海道そのもの(い
や日本そのもの)が､東海の小島なのである｡｣
ワ-ズワスの表現法にも､ことばに重層的な意
味が託されていることがよく見られ､詩情を豊
かに､暗示性のあるものにしているが､ここに
も両者の類似性があろう｡このようなところに､
啄木が自然派の小説家になりきれなかった要因
が見出せないだろうか｡ワ-ズワスはフランス
革命に一時熱狂的に共鳴した｡後に､彼のフラ
ンス革命に対する期待は裏切られることになっ
たが､彼の詩にはフランス革命の理念である､
自由 ･平等 ･博愛の精神が底流していると私は
考えたい｡啄木は理想主義者であった｡彼の理
想が歌にどのように表わされているのか､また､
ワ-ズワスの影響をどのように受けているの
か､今後考察していきたい｡
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